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３１３号 

たんぽぽグループで飼育しているカブトムシですが、なんと今年度で 4

年目の夏を迎えています。４年前に頂いたカブトムシの子孫たちです。今

年度は３０匹以上成虫になって土の中から出てきました。幼虫の時期から

ケースの横に出てくると「あ、今日は出てきているね」と観察をしていま

した。「早く出てこないかな？」「楽しみだね」とワクワクしながら夏を迎

え、ふたを開けて出てきていないかを確認する毎日でした。 

カブトムシは、餌やりや霧吹きといった世話があります。一度こどもた

ちの前ですると、次の日からそら組のこどもたちが進んで「餌やりしても

いい？」と準備をして世話をするようになり、今ではつき組のこどもたち

も手伝いをします。時に、喧嘩に負けてしまい命を落としているカブトム

シもいて、「かわいそうだね」「埋めてあげよう」と畑の隅に埋葬していま

す。生き物との関わりの中で、世話をする大変さ、命の大切さを感じてほ

しいです。 

岡本 未来 

カブトムシ 

避難訓練 

７月２５日、赤磐市消防本部の方にお越しいた

だき、総合避難訓練を行いました。火事について

の DVD や職員の消火活動を見学しました。改め

て自分の身を守ることの大切さを学んだこどもた

ちでした。            入矢 紗衣 



 

 

  

  

とよた保育園公式ホームページのQRコードとURL 

https://toyota.okayamakodomokyoukai.jp/ 

 

 

とよたの台所 

かえDaily 

お知らせ 

海事研修から帰ってきたかえでの家利用児の A さん。送迎時に「保育園

の子たち、お出迎えしてくれるかな」とポツリ。それを聞いた保育園の職

員とこどもたちは、A さんが帰ってくるまでに急いで楽器を持ってテラス

にスタンバイしました。A さんが帰ってくるとたくさん楽器を鳴らしなが

ら「A さん、おかえり！待ってたよ！」と盛大に出迎え、A さんは少しは

にかみながらも喜んでくれました。 

かえでの家利用児にとっても、保育園児にとっても、 

楽しみに通え、安心して過ごせる居場所であり続けた 

いです。 

渡部 加奈 

おいしさのひみつ 

 とよた保育園で使っているドレッ

シングは全て手作りです。給食のサ

ラダや和え物などに使われており、

こどもたちが食べやすいように味を

整えています。ドレッシングの作り

方は左記の URL か QR コードから

ご覧いただけるので、ぜひご家庭で

も作ってみてください。 

井上 隆雄 

 

こどもたちが待ちに待ったプールが今年も始

まりました。冷たい水の感触が暑い時期に心

地よく、気持ち良さそうにあそびを楽しんで

います。プールの他に水あそびやどろんこも

ダイナミックに楽しんでいきます。 

 とよた保育園の栄養士が、実際にドレッシン

グを作っている動画です。今回はフレンチドレ

ッシング、にんじんドレッシング、たまねぎド

レッシングの３つの紹介です。 

動画ＵＲＬ⇒https://youtu.be/SL-efGg51Io 

QRコード⇒ 

 

 

 

https://toyota.okayamakodomokyoukai.jp/
https://youtu.be/SL-efGg51Io


 

toyotagram 

つくしグループ 

 

＃ひなじろう #よろしくね ＃ナマズ 

 卒園児が保育園横の用水路でナマズを捕まえてきてくれました。 

名前は「ひなじろう」です。食欲旺盛で、何でも勢いよく食べます。

そんな姿を見ながら「ひなじろうは食いしん坊だね」「お腹ぽっこり

なった」とこどもたちと観察しています。つくしグループのなかまと

して、これからも大切に育てます。 

渡部 加奈 

 



 

にじ組 

_class 

 

toyotagram 

とよた保育園の公式インスタグラムです。

日々のこどもたちの園での様子やお知らせを

投稿していますので、フォローよろしくお願

いします。 

 

 

 ＃夏野菜 ＃ピーマン ＃初収獲  

 

 

  

            

にじ組で植えたピーマンの苗がぐんぐんと生長し、ついに初収獲する

ことができました。この日は採れたてのピーマンを切り、レンジでチン

♪した後、しょう油とかつお節で和えて食べてみました。いつもは野菜

が苦手な B さんがパクリ。「すごい！」とみんなで拍手しました。実際

に野菜をこどもたちの目の前で調理する中で、食べることや、食材に興

味を持てるようにしていきます。 

山﨑 祐美子 

 


